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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線セルを含む移動無線アクセスネットワーク（５０）であって、前記無線セル
は、少なくとも、第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）と、第２のセルタイプの無
線セル（２２）とを含み、前記第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）は、少なくと
も１つのＣＳＧセル（２１）又は少なくとも１つのハイブリッドセル（２３）であり、前
記第２のセルタイプの無線セル（２２）は少なくとも１つのオープンセル（非ＣＳＧセル
）であり、該移動無線アクセスネットワーク（５０）は課金ユニット（５３）を備え、該
移動無線アクセスネットワーク（５０）は、該移動無線アクセスネットワーク（５０）の
複数の加入者（３０、４０）のうちの少なくとも１人の加入者について、該少なくとも１
人の加入者が、前記第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）に入った、及び／又は該
無線セルを出た、及び／又は該無線セルにアクセスしたか否かに依拠して前記課金ユニッ
ト（５３）がセル情報（６３）を受信するように提供され、
　該移動無線アクセスネットワーク（５０）の前記複数の無線セルは少なくとも１つのＣ
ＳＧセル（２１）及び／又は少なくとも１つのハイブリッドセル（２３）を含み、前記少
なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル（２１）又は前記ハイブリッドセル（２３）に入
る、及び／又は該セルを出る、及び／又は該セルにアクセスするときに、前記課金ユニッ
ト（５３）へ前記セル情報（６３）が送信されるか否かが提供され、該セル情報（６３）
の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル（２１）に入る、及び／若し
くは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しくは該ＣＳＧセルにアクセスするか、又は前記ハイ
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ブリッドセル（２３）のＣＳＧ部分に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を出る、及び／
若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか、又は前記ハイブリッドセル（２３）のオープン
部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を出る、及び／若しくは該オープン部分にア
クセスするかに依拠し、
　第１の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル（２１）に入る、及び／
又は該ＣＳＧセルを出る、及び／又は該ＣＳＧセルにアクセスする場合に、前記セル情報
（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示し、第３の情報が、前記少
なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３）の前記ＣＳＧ部分に入る、及び／
又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該ＣＳＧ部分にアクセスする場合に、前記セル情報
（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示し、第４の情報が、前記少
なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３）の前記オープン部分に入る、及び
／又は該オープン部分を出る、及び／又は該オープン部分にアクセスする場合に、前記セ
ル情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示す、
複数の無線セルを含む移動無線アクセスネットワーク。
【請求項２】
　複数の無線セルを含む移動無線アクセスネットワーク（５０）であって、前記無線セル
は、少なくとも、第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）と、第２のセルタイプの無
線セル（２２）とを含み、前記第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）は、少なくと
も１つのＣＳＧセル（２１）又は少なくとも１つのハイブリッドセル（２３）であり、前
記第２のセルタイプの無線セル（２２）は少なくとも１つのオープンセル（非ＣＳＧセル
）であり、該移動無線アクセスネットワーク（５０）は課金ユニット（５３）を備え、該
移動無線アクセスネットワーク（５０）は、該移動無線アクセスネットワーク（５０）の
複数の加入者（３０、４０）のうちの少なくとも１人の加入者について、該少なくとも１
人の加入者が、前記第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）に入った、及び／又は該
無線セルを出た、及び／又は該無線セルにアクセスしたか否かに依拠して前記課金ユニッ
ト（５３）がセル情報（６３）を受信するように提供され、
　該移動無線アクセスネットワーク（５０）の前記複数の無線セルは少なくとも１つのハ
イブリッドセル（２３）を含み、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（
２３）に入る、及び／又は該ハイブリッドセルを出る、及び／又は該ハイブリッドセルに
アクセスするときに、前記課金ユニット（５３）へ前記セル情報（６３）が送信されるか
否かが提供され、該セル情報（６３）の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が前記ハ
イブリッドセル（２３）のＣＳＧ部分に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を出る、及び
／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか、又は前記ハイブリッドセル（２３）のオープ
ン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を出る、及び／若しくは該オープン部分に
アクセスするかに依拠し、第３の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッ
ドセル（２３）の前記ＣＳＧ部分に入る、及び／又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該
ＣＳＧ部分にアクセスする場合に、前記セル情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に
送信されるか否かを示し、第４の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッ
ドセル（２３）の前記オープン部分に入る、及び／又は該オープン部分を出る、及び／又
は該オープン部分にアクセスする場合に、前記セル情報（６３）が前記課金ユニット（５
３）に送信されるか否かを示す、
複数の無線セルを含む移動無線アクセスネットワーク。
【請求項３】
　移動無線アクセスネットワーク（５０）であって、
　前記ＣＳＧセル（２１）は、所定の閉じた加入者群（ＣＳＧ、クローズド加入者グルー
プ）にのみアクセス可能である無線セルであり、前記オープンセル（２２）（非ＣＳＧセ
ル）は、原則的に、前記移動無線アクセスネットワーク（５０）の任意の加入者によって
アクセス可能な無線セルであり、前記ハイブリッドセル（２３）は前記ＣＳＧ部分及び前
記オープン部分の組み合わせであり、前記ハイブリッドセル（２３）の前記オープン部分
は、原則的に、前記移動無線アクセスネットワーク（５０）の任意の加入者によってアク
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セス可能であるようになっており、前記ハイブリッドセル（２３）の前記ＣＳＧ部分は、
所定の閉じた加入者群に特権的アクセスを提供するようになっている、請求項１に記載の
移動無線アクセスネットワーク。
【請求項４】
　移動無線アクセスネットワーク（５０）であって、
　前記ＣＳＧセル（２１）は、所定の閉じた加入者群（ＣＳＧ、クローズド加入者グルー
プ）にのみアクセス可能である無線セルであり、前記オープンセル（２２）（非ＣＳＧセ
ル）は、原則的に、前記移動無線アクセスネットワーク（５０）の任意の加入者によって
アクセス可能な無線セルであり、前記ハイブリッドセル（２３）は前記ＣＳＧ部分及び前
記オープン部分の組み合わせであり、前記ハイブリッドセル（２３）の前記オープン部分
は、原則的に、前記移動無線アクセスネットワーク（５０）の任意の加入者によってアク
セス可能であるようになっており、前記ハイブリッドセル（２３）の前記ＣＳＧ部分は、
所定の閉じた加入者群に特権的アクセスを提供するようになっている、請求項２に記載の
移動無線アクセスネットワーク。
【請求項５】
　移動無線アクセスネットワーク（５０）であって、
　前記移動無線アクセスネットワーク（５０）はデータベース（５５）を含み、該データ
ベース（５５）は前記第１の情報、前記第３の情報、及び前記第４の情報を含む、請求項
１又は３に記載の移動無線アクセスネットワーク。
【請求項６】
　移動無線アクセスネットワーク（５０）であって、
　前記移動無線アクセスネットワーク（５０）はデータベース（５５）を含み、該データ
ベース（５５）は前記第３の情報及び前記第４の情報を含む、請求項２又は４に記載の移
動無線アクセスネットワーク。
【請求項７】
　移動無線アクセスネットワーク（５０）であって、
　前記課金ユニット（５３）は、
　　少なくとも１つのＣＳＧセル（２１）であるか若しくは少なくとも１つのハイブリッ
ドセル（２３）である、前記第１のセルタイプの前記無線セル（２１、２３）のセル識別
情報、及び／又は
　　前記少なくとも１人の加入者、及び／又は
　　前記少なくとも１人の加入者によって用いられるアクセスポイント名（ＡＰＮ）、
に依拠して前記セル情報（６３）を受信する、請求項１～６のいずれか１項に記載の移動
無線アクセスネットワーク。
【請求項８】
　移動無線アクセスネットワーク（５０）であって、
　前記移動無線アクセスネットワーク（５０）はデータベース（５５）を含み、該データ
ベース（５５）は、
　　少なくとも１つのＣＳＧセル（２１）若しくは少なくとも１つのハイブリッドセル（
２３）である、前記第１のセルタイプの前記無線セル（２１、２３）の前記セル識別情報
、及び／又は
　　アクセスポイント名（ＡＰＮ）、
を含む、請求項７に記載の移動無線アクセスネットワーク。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の移動無線アクセスネットワーク（５０）における
差別化された課金のための移動性制御ユニット（５１、５２）であって、該移動性制御ユ
ニット（５１、５２）は、前記セル情報（６３）を生成し、前記課金ユニット（５３）に
向けて送信し、該移動性制御ユニット（５１、５２）は、ＭＳＣユニット（移動交換局ユ
ニット）、ＳＧＳＮユニット（サービングＧＰＲＳサポートノード）、又はＭＭＥユニッ
ト（移動性管理エンティティユニット）のうちの１つである、請求項１～８のいずれか１
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項に記載の移動無線アクセスネットワークにおける差別化された課金のための移動性制御
ユニット。
【請求項１０】
　移動無線アクセスネットワーク（５０）における差別化された課金の方法であって、該
移動無線アクセスネットワーク（５０）は複数の無線セルを含み、該無線セルは、少なく
とも、第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）と、第２のセルタイプの無線セル（２
２）とを含み、前記第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）は、少なくとも１つのＣ
ＳＧセル（２１）又は少なくとも１つのハイブリッドセル（２３）であり、前記第２のセ
ルタイプの無線セル（２２）は少なくとも１つのオープンセル（非ＣＳＧセル）であり、
前記移動無線アクセスネットワークは課金ユニット（５３）を備え、該方法は、
　前記課金ユニット（５３）にセル情報（６３）を送信するステップであって、該セル情
報（６３）の該送信は、少なくとも１人の加入者が、前記第１のセルタイプの無線セル（
２１、２３）に入る、及び／又は該無線セルを出る、及び／又は該無線セルにアクセスす
ることに依拠する、送信するステップ、
を含み、
　前記移動無線アクセスネットワーク（５０）の前記複数の無線セルは少なくとも１つの
ＣＳＧセル（２１）及び／又は少なくとも１つのハイブリッドセル（２３）を含み、前記
少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル（２１）又は前記ハイブリッドセル（２３）に
入る、及び／又は該セルを出る、及び／又は該セルにアクセスするときに、前記課金ユニ
ット（５３）への前記セル情報（６３）の前記送信が行われるか又は行われず、該セル情
報（６３）の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が、前記ＣＳＧセル（２１）に入る
、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しくは該ＣＳＧセルにアクセスするか、
又は前記ハイブリッドセル（２３）のＣＳＧ部分に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を
出る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか、又は前記ハイブリッドセル（２３
）のオープン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を出る、及び／若しくは該オー
プン部分にアクセスするかに依拠し、
　第１の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル（２１）に入る、及び／
又は該ＣＳＧセルを出る、及び／又は該ＣＳＧセルにアクセスする場合に、前記セル情報
（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示し、第３の情報が、前記少
なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３）の前記ＣＳＧ部分に入る、及び／
又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該ＣＳＧ部分にアクセスする場合に、前記セル情報
（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示し、第４の情報が、前記少
なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３）の前記オープン部分に入る、及び
／又は該オープン部分を出る、及び／又は該オープン部分にアクセスする場合に、前記セ
ル情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示す、
移動無線アクセスネットワークにおける差別化された課金の方法。
【請求項１１】
　移動無線アクセスネットワーク（５０）における差別化された課金の方法であって、該
移動無線アクセスネットワーク（５０）は複数の無線セルを含み、該無線セルは、少なく
とも、第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）と、第２のセルタイプの無線セル（２
２）とを含み、前記第１のセルタイプの無線セル（２１、２３）は、少なくとも１つのＣ
ＳＧセル（２１）又は少なくとも１つのハイブリッドセル（２３）であり、前記第２のセ
ルタイプの無線セル（２２）は少なくとも１つのオープンセル（非ＣＳＧセル）であり、
前記移動無線アクセスネットワークは課金ユニット（５３）を備え、該方法は、
　前記課金ユニット（５３）にセル情報（６３）を送信するステップであって、該セル情
報（６３）の該送信は、少なくとも１人の加入者が、前記第１のセルタイプの無線セル（
２１、２３）に入る、及び／又は該無線セルを出る、及び／又は該無線セルにアクセスす
ることに依拠する、送信するステップ、
を含み、
　前記移動無線アクセスネットワーク（５０）の前記複数の無線セルは少なくとも１つの
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ハイブリッドセル（２３）を含み、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル
（２３）に入る、及び／又は該セルを出る、及び／又は該セルにアクセスするときに、前
記課金ユニット（５３）への前記セル情報（６３）の前記送信が行われるか又は行われず
、該セル情報（６３）の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が、前記ハイブリッドセ
ル（２３）のＣＳＧ部分に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を出る、及び／若しくは該
ＣＳＧ部分にアクセスするか、又は前記ハイブリッドセル（２３）のオープン部分に入る
、及び／若しくは該オープン部分を出る、及び／若しくは該オープン部分にアクセスする
かに依拠し、第３の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３
）の前記ＣＳＧ部分に入る、及び／又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該ＣＳＧ部分に
アクセスする場合に、前記セル情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか
否かを示し、第４の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３
）の前記オープン部分に入る、及び／又は該オープン部分を出る、及び／又は該オープン
部分にアクセスする場合に、前記セル情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信さ
れるか否かを示す、
移動無線アクセスネットワークにおける差別化された課金の方法。
【請求項１２】
　請求項９に記載の移動性制御ユニット（５１、５２）を制御するためのコンピュータ可
読プログラムコードを含むプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動無線アクセスネットワーク、移動性制御ユニット、移動無線アクセスネ
ットワークにおいて課金する方法、及びコンピュータ可読プログラムコードを含むプログ
ラムに関し、移動無線アクセスネットワークは複数の無線セルを含み、該無線セルは少な
くとも第１のセルタイプの無線セルと第２のセルタイプの無線セルとを含み、第１のセル
タイプの無線セルは、少なくとも１つのＣＳＧセル又は少なくとも１つのハイブリッドセ
ルであり、第２のセルタイプの無線セルは少なくとも１つのオープンセル（非ＣＳＧセル
）であり、移動無線アクセスネットワークは課金ユニットを備える。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、移動体事業者が、セルラー基
地局（又はセルラー基地局群）へのアクセスを限られた加入者群に限定することを可能に
するための構想を規定している。この加入者群は、クローズド加入者グループ（ＧＳＧ：
closed subscriber group）と呼ばれる。ＣＳＧの概念は、アクセス制限を設けてもらう
セル又はセル群に一意のクローズド加入者グループＩＤ（ＣＳＧ　ＩＤ）を割り当て、セ
ルのブロードキャストチャネルにおいて、ＣＳＧ　ＩＤ、及びセルがクローズドセルであ
ることを宣言するＣＳＧインジケーターをブロードキャストすることによって実現される
。さらに、各加入者のサブスクリプションは、この加入者がアクセスを許可されるＣＳＧ
セルを表すＣＳＧ　ＩＤのリスト（いわゆる許可ＣＳＧリスト）を含む。
【０００３】
　移動無線アクセスネットワーク（以下システムとも呼ばれる）は、この情報に基づいて
、アクセス制御を実行する。すなわち、加入者（又は加入者の端末）がＣＳＧセルを介し
てネットワークにアクセスを試みるとき、システムは、セルのＣＳＧ　ＩＤが加入者の許
可ＣＳＧリスト内に含まれるか否かを検査する。含まれる場合、アクセスは許可され、そ
うでない場合、アクセスは拒否される。
【０００４】
　限定されたアクセスを有する（すなわち閉じられている）、以下ＣＳＧセルとも呼ばれ
るそのような無線セルに加えて、３ＧＰＰはハイブリッドセルの概念も規定している。ハ
イブリッドセルは、ＣＳＧセルとオープンセル（すなわち、非ＣＳＧセル）とを組み合せ
たものとして規定され、すなわち、ハイブリッド無線セルはＣＳＧ部分とオープン部分と
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を含む。主要な着想は、移動無線アクセスネットワークの任意の加入者がハイブリッドセ
ルのオープン部分にアクセスすることを許可されるが、ハイブリッドセルのＣＳＧ部分の
メンバしかハイブリッドセルのＣＳＧ部分にアクセスすることができず、このため、例え
ば、サービス品質、帯域幅等の観点からより良好なサービスを受けるというものである。
【０００５】
　ＣＳＧ構想及びハイブリッドセルの構想は、以下の技術仕様書、すなわち３ＧＰＰ　Ｔ
Ｓ２３．００２「3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Grou
p Services and Systems Aspects; Network architecture (Release 9)」、３ＧＰＰ　Ｔ
Ｓ２３．４０１「3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Grou
p Services and Systems Aspects; Evolved Universal Terrestrial Radio Access Netwo
rk (E-UTRAN) access (Release 9」、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．０６０「3rd Generation Par
tnership Project; Technical Specification Group Services and Systems Aspects; Ge
neral Packet Radio Service (GPRS); Service description; Stage 2 (Release 9)」に
おいて説明されている。ＣＳＧ構想及びハイブリッドセルの構想の詳細に関して、これら
の３つの文書は以下、引用することにより、本明細書の一部を成すものとする。
【０００６】
　ＣＳＧセル、ハイブリッドセル、及び非ＣＳＧセル（例えば、非ＣＳＧマクロネットワ
ークセル）について差別化された課金を行うことが望ましい。差別化された課金の一例は
、加入者がＣＳＧセル（これは例えば、ＣＳＧ構想に基づくフェムトセル、又は加入者の
自宅に設置されたホーム基地局である場合がある）を介してネットワークにアクセスして
いるときに、該加入者が非ＣＳＧセル（例えば、非ＣＳＧマクロセル）を介してネットワ
ークにアクセスしているときのレートと比較して低いレートで課金することである。
【０００７】
　しかしながら、これまでのところ、従来技術において、ＣＳＧセルについてこの種の差
別化された課金を可能にする効率的な解決法が提案されていない。１つの解決法は、各加
入者に関するセルのいかなる変化も、以下課金ユニットとも呼ばれる課金を行うネットワ
ーク要素（例えばＧＰＲＳゲートウェイサポートノード（ＧＧＳＮ）又は３ＧＰＰシステ
ムにおけるパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ））に報告すること
である。これは、加入者が別のセルへのハンドオーバを実行するか又は別のセルにおいて
シグナリングインタラクションを実行するたびに、このセルのＩＤが課金を担当するネッ
トワーク要素（課金ユニット）に報告されることを意味する。課金ネットワーク要素は、
このセルＩＤに基づいて、報告されたセルＩＤがＣＳＧセルに属するか、又はハイブリッ
ドセルに属するか、及び加入者がこのＣＳＧのメンバであるか否かを（追加のデータベー
スを用いて）導出し、この情報を差別化課金に活用することができる。しかしながら、そ
のような手法の不利な点は、（ａ）加入者が現在アクセスしているセルがＣＳＧセルであ
るか、ハイブリッドセルであるか、又は非ＣＳＧセルであるかにかかわらず、ネットワー
ク内の全てのセルについてセルの変更が報告される必要があり、（ｂ）特に移動性の高い
送受信機の場合、セル変更が非常に頻繁に生じるので、シグナリングオーバヘッドが大量
になることである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、従来技術の不利な点を克服するか又は少なくとも軽減することである
。本発明は、移動無線アクセスネットワークと、移動無線アクセスネットワークにおいて
差別化された課金を行う移動性制御ユニットと、移動無線アクセスネットワークにおいて
、ＣＳＧセル及び／又はハイブリッドセル及び／又は非ＣＳＧセルについて差別化された
課金を行う方法と、移動性制御ユニットを制御するためのコンピュータ可読プログラムコ
ードを備えるプログラムとを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　本発明の目的は、複数の無線セルを含む移動無線アクセスネットワークであって、前記
無線セルは、少なくとも、第１のセルタイプの無線セルと、第２のセルタイプの無線セル
とを含み、前記第１のセルタイプの無線セルは、少なくとも１つのＣＳＧセル又は少なく
とも１つのハイブリッドセルであり、前記第２のセルタイプの無線セルは少なくとも１つ
のオープンセル（非ＣＳＧセル）であり、該移動無線アクセスネットワークは課金ユニッ
トを備え、該移動無線アクセスネットワークは、該移動無線アクセスネットワークの複数
の加入者のうちの少なくとも１人の加入者について、該少なくとも１人の加入者が、前記
第１のセルタイプの無線セルに入った、及び／又は該無線セルを出た、及び／又は該無線
セルにアクセスしたか否かに依拠して前記課金ユニットがセル情報を受信する、移動無線
アクセスネットワークによって達成される。
【００１０】
　それによって、本発明によれば、有利には、オーバヘッドが過度に増大するという障害
を生じずに、移動無線アクセスネットワークにおいて差別化された課金を可能にすること
ができる。特に、第２のセルタイプの無線セル、すなわちオープンセル又は非ＣＳＧセル
内で、いかなるセル変更も（課金ユニットに）報告する必要はない。
【００１１】
　本発明によれば、本発明の移動無線アクセスネットワークでは、
　－－前記移動無線アクセスネットワークの前記複数の無線セルが少なくとも１つのＣＳ
Ｇセル及び少なくとも１つのハイブリッドセルを含み、前記少なくとも１人の加入者が前
記ＣＳＧセル又は前記ハイブリッドセルに入る、及び／又は該セルを出る、及び／又は該
セルにアクセスするときに、前記課金ユニットへのセル情報の前記送信が行われるか又は
行われず、該セル情報の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が、前記ＣＳＧセルに入
る、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しくは該ＣＳＧセルにアクセスするか
、又は前記ハイブリッドセルに入る、及び／若しくは該ハイブリッドセルを出る、及び／
若しくは該ハイブリッドセルにアクセスするかに依拠すること、
　－－前記移動無線アクセスネットワークの前記複数の無線セルが少なくとも１つのハイ
ブリッドセルを含み、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルに入る、及び
／又は該ハイブリッドセルを出る、及び／又は該ハイブリッドセルにアクセスするときに
、前記課金ユニットへの前記セル情報の前記送信が行われるか又は行われず、該セル情報
の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ部分に入
る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を出る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか
、又は前記ハイブリッドセルの前記オープン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分
を出る、及び／若しくは該オープン部分にアクセスするかに依拠すること、
　－－前記移動無線アクセスネットワークの前記複数の無線セルが少なくとも１つのＣＳ
Ｇセル及び少なくとも１つのハイブリッドセルを含み、前記少なくとも１人の加入者が前
記ＣＳＧセル又は前記ハイブリッドセルに入る、及び／又は該セルを出る、及び／又は該
セルにアクセスするときに、前記課金ユニットへの前記セル情報の前記送信が行われるか
又は行われず、該セル情報の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセルに
入る、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しくは該ＣＳＧセルにアクセスする
か、又は前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ部分に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を
出る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか、又は前記ハイブリッドセルの前記
オープン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を出る、及び／若しくは該オープン
部分にアクセスするかに依拠すること、
のうちの少なくとも１つの状況に従って、前記少なくとも１人の加入者が、前記第１のセ
ルタイプの無線セルに入った、及び／又は該無線セルを出た、及び／又は該無線セルにア
クセスしたか否かに依拠して前記課金ユニットが前記セル情報を受信することが好ましい
。
【００１２】
　これは、言及した第１の状況の場合、課金ユニットへのセル情報の送信は、少なくとも
１人の加入者が、ＣＳＧセルに入る、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しく
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は該ＣＳＧセルにアクセスするか、又はハイブリッドセルに入る、及び／若しくは該ハイ
ブリッドセルを出る、及び／若しくは該ハイブリッドセルにアクセスするかに依拠し、す
なわち、少なくとも１人の加入者の、ＣＳＧセル又はハイブリッドセルとの全てのコンタ
クトが課金ユニットへのセル情報の送信につながるわけではなく、例えば、（ハイブリッ
ドセルへのコンタクトではなく）ＣＳＧセルへのコンタクトのみが送信につながり、逆も
また同様であることを意味する。さらに、これは、言及した第２の状況の場合、課金ユニ
ットへのセル情報の送信は、少なくとも１人の加入者が、ハイブリッドセルのＣＳＧ部分
に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を出る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスす
るか、又はハイブリッドセルのオープン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を出
る、及び／若しくは該オープン部分にアクセスするかに依拠し、すなわち、少なくとも１
人の加入者の、ハイブリッドセルのＣＳＧ部分又はハイブリッドセルのオープン部分との
全てのコンタクトが課金ユニットへのセル情報の送信につながるわけではなく、例えば、
（ハイブリッドセルのオープン部分へのコンタクトではなく）ハイブリッドセルのＣＳＧ
部分へのコンタクトのみが送信につながり、逆もまた同様であることを意味する。さらに
、これは、言及した第３の状況の場合、課金ユニットへのセル情報の送信は、少なくとも
１人の加入者が、ＣＳＧセルに入る、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しく
は該ＣＳＧセルにアクセスするか、又はハイブリッドセルのＣＳＧ部分に入る、及び／若
しくは該ＣＳＧ部分を出る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか、又はハイブ
リッドセルのオープン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を出る、及び／若しく
は該オープン部分にアクセスするかに依拠し、すなわち、少なくとも１人の加入者の、Ｃ
ＳＧセル又はハイブリッドセルのＣＳＧ部分又はハイブリッドセルのオープン部分との全
てのコンタクトが課金ユニットへのセル情報の送信につながるわけではなく、例えば、（
ハイブリッドセルのオープン部分へのコンタクトではなく）ＣＳＧセル及びハイブリッド
セルのＣＳＧ部分へのコンタクトのみが送信につながり、逆もまた同様であり、又は別の
例によれば、（ハイブリッドセルのＣＳＧ部分へのコンタクトではなく）ＣＳＧセル及び
ハイブリッドセルのオープン部分へのコンタクトのみが課金ユニットへのセル情報の送信
につながることを意味する。
【００１３】
　本発明によれば、複数の異なる情報を用いて、所与の状況においてセル情報が送信され
るか否かの制御を実行することが好ましい。さらに、移動無線アクセスネットワークがデ
ータベースを含むことが好ましく、データベース（５５）は、特定の状況においてセル情
報が課金ユニットに送信されるか否かを規定する情報を含む。移動無線アクセスネットワ
ークの異なる実施の形態又は動作モードによれば、
　－－第１の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル（２１）に入る、及
び／又は該ＣＳＧセルを出る、及び／又は該ＣＳＧセルにアクセスする場合に、前記セル
情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示し、第２の情報が、前
記少なくとも１人の加入者がハイブリッドセル（２１）に入る、及び／又は該ハイブリッ
ドセルを出る、及び／又は該ハイブリッドセルにアクセスする場合に、前記セル情報（６
３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示すことが好ましい。移動無線ア
クセスネットワークのこの実施の形態又は動作モードでは、前記データベースは前記第１
の情報及び前記第２の情報を含むことが好ましい；
　－－第３の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３）の前
記ＣＳＧ部分に入る、及び／又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該ＣＳＧ部分にアクセ
スする場合に、前記セル情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを
示し、第４の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３）の前
記オープン部分に入る、及び／又は該オープン部分を出る、及び／又は該オープン部分に
アクセスする場合に、前記セル情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか
否かを示すことが好ましい。移動無線アクセスネットワークのこの実施の形態又は動作モ
ードでは、前記データベース（５５）は前記第３の情報及び前記第４の情報を含むことが
好ましい；
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　－－第１の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル（２１）に入る、及
び／又は該ＣＳＧセルを出る、及び／又は該ＣＳＧセルにアクセスする場合に、前記セル
情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示し、第３の情報が、前
記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３）の前記ＣＳＧ部分に入る、及
び／又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該ＣＳＧ部分にアクセスする場合に、前記セル
情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示し、第４の情報が、前
記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセル（２３）の前記オープン部分に入る、
及び／又は該オープン部分を出る、及び／又は該オープン部分にアクセスする場合に、前
記セル情報（６３）が前記課金ユニット（５３）に送信されるか否かを示すことが好まし
い。移動無線アクセスネットワークのこの実施の形態又は動作モードでは、前記データベ
ース（５５）は前記第１の情報、前記第３の情報、及び前記第４の情報を含むことが好ま
しい。
【００１４】
　本発明の文脈において、用語「加入者が無線セルに入る」は、以下を意味する：
　加入者がネットワークにまだ登録されていない場合、無線セルに入ることは、その無線
セルを通じたネットワークへの登録（例えばＵＴＲＡＮ／Ｅ－ＵＴＲＡＮネットワークの
場合のアタッチ手順）も意味する。加入者がネットワークに登録されている場合、無線セ
ルに入ることは、移動性管理目的（例えばアクティブ通信の場合の、ハンドオーバ、アイ
ドル移動端末の場合の、ロケーションエリア更新又はルーティングエリア更新又は追跡エ
リア更新）での加入者／加入者の移動端末のその無線セルとのコンタクトを意味する。
【００１５】
　本発明の文脈において、用語「加入者が無線セルを出る」は、以下を意味する：
　加入者がネットワークに登録されたままである場合、第１の無線セルを出ることは、移
動性管理目的（例えばアクティブ通信の場合の、第２の無線セルへのハンドオーバ；アイ
ドル移動端末の場合の、第２の無線セルにおけるロケーションエリア更新、ルーティング
エリア更新、又は追跡エリア更新）での加入者／加入者の移動端末の異なる第２の無線セ
ルとのコンタクトを意味する。加入者がネットワークを完全に出る場合、無線セルを出る
ことは、その無線セルを通じたネットワークからの登録解除（例えばＵＴＲＡＮ／Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮネットワークの場合の、デタッチ手順）も意味する。
【００１６】
　本発明の文脈において、用語「加入者が無線セルにアクセスする」は、以下を意味する
：
　加入者がネットワークに登録されている場合、無線セルにアクセスすることは、データ
送信、音声送信、及び／又はシグナリング送信を実行するための、加入者／加入者の移動
端末のその無線セルとのコンタクトを意味する。
【００１７】
　本発明の文脈において、「加入者がネットワークに登録されている（又は登録されてい
ない）」という表現は、加入者の移動端末がネットワークに登録されている（又は登録さ
れていない）ことを意味することを理解されたい。同じことが、表現「加入者(subscribe
r)がアクセスする／接続する／ハンドオーバを実行する／シグナリング表示を実行する／
セルに入る／セルを出る」にもあてはまり、これらの表現は「アクセスする／接続する／
ハンドオーバを実行する／シグナリング表示を実行する／セルに入る／セルを出る」加入
者の移動端末に関するものである。この範囲において、用語「加入者」及び「移動端末」
は本発明の文脈内で同義に用いられる。
【００１８】
　本発明の文脈において、用語「課金ユニットに送信された／送信されるセル情報」は、
ＣＳＧセル／ハイブリッドセルに依拠した加入者の課金に関連する情報、例えばＣＳＧ　
ＩＤ、アクセスモード、及びハイブリッドセルの場合はそれに加えてＣＳＧメンバシップ
ステータスを意味する。
【００１９】
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　本発明の文脈において、用語「移動無線アクセスネットワーク」はコアネットワークと
併せて公衆陸上移動ネットワーク又はアクセスネットワークを意味する。
【００２０】
　本発明の好ましい実施の形態によれば、
　－－前記ＣＳＧセルは、所定の閉じた加入者群（ＣＳＧ、クローズド加入者グループ）
のみによってアクセス可能な無線セルであり、
　－－前記オープンセル（非ＣＳＧセル）は、原則的に、前記移動無線アクセスネットワ
ークの任意の加入者によってアクセス可能な無線セルであり、
　－－前記ハイブリッドセルは、ＣＳＧ部分及びオープン部分の組み合わせであり、前記
ハイブリッドセルの前記オープン部分が原則的に前記移動無線アクセスネットワークの任
意の加入者によってアクセス可能であるようになっており、前記ハイブリッドセルの前記
ＣＳＧ部分が所定の閉じた加入者群に特権的アクセスを提供するようになっている。
【００２１】
　これは、本発明の文脈において、ＣＳＧセルが、所定の閉じた加入者群（又は閉じた（
closed）加入者群）のみがそのようなＣＳＧセルにアクセスすることができる無線ネット
ワークセルであることを意味する。
【００２２】
　本発明の更に好ましい実施の形態によれば、前記移動無線アクセスネットワークの前記
複数の無線セルは少なくとも１つのＣＳＧセル及び少なくとも１つのハイブリッドセルを
含み、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル又は前記ハイブリッドセルに入る、
及び／又は該セルを出る、及び／又は該セルにアクセスするときに、前記課金ユニットへ
の前記セル情報の前記送信が行われるか又は行われず、該セル情報の該送信は、前記少な
くとも１人の加入者が前記ＣＳＧセルに入る、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び
／若しくは該ＣＳＧセルにアクセスするか、又は前記ハイブリッドセルに入る、及び／若
しくは該ハイブリッドセルを出る、及び／若しくは該ハイブリッドセルにアクセスするか
に依拠する。
【００２３】
　したがって、有利には、課金目的で非常にきめ細かい報告を提供し、これによってシグ
ナリングオーバヘッドを、移動無線アクセスネットワーク内でのＣＳＧセル及び／又はハ
イブリッドセル及び／又は非ＣＳＧセルの（課金）機能を実現するのに必要とされる最小
限に収めることが可能である。
【００２４】
　本発明のまた更に好ましい実施の形態によれば、前記移動無線アクセスネットワークは
データベースを含み、該データベースは第１の情報及び第２の情報を含み、前記第１の情
報は、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセルに入る、及び／又は該ＣＳＧセルを
出る、及び／又は該ＣＳＧセルにアクセスする場合に、前記セル情報が前記課金ユニット
に送信されるか否かを示し、前記第２の情報は、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイ
ブリッドセルに入る、及び／又は該ハイブリッドセルを出る、及び／又は該ハイブリッド
セルにアクセスする場合に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信されるか否かを示す
。
【００２５】
　したがって、有利には、特定の加入者に関連付けられたフラグのような情報を（データ
ベース内部に、かつデータベースから移動性制御ユニットに）提供することによって、課
金目的でのシグナリングオーバヘッドを更に低減し、このセル情報が必要とされる場合に
のみセル情報を課金ユニットに送信することが可能である。データベースは、好ましくは
、加入プロファイルレポジトリ（ＳＰＲ）を含むか若しくはホスティングするユニット若
しくはエンティティであるか、又は代替的な好ましい実施の形態によれば、オンライン課
金システムのためのデータベースである。加入プロファイルレポジトリ（ＳＰＲ）論理エ
ンティティは、加入ベースのポリシに必要な全ての加入者／加入関連情報を含む。
【００２６】
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　本発明の更に好ましい実施の形態によれば、
　－前記移動無線アクセスネットワークの前記複数の無線セルは少なくとも１つのハイブ
リッドセルを含み、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルに入る、及び／
又は該ハイブリッドセルを出る、及び／又は該ハイブリッドセルにアクセスするときに、
前記課金ユニットへの前記セル情報の前記送信が行われるか又は行われず、該セル情報の
該送信は、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ部分に入る
、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を出る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか、
又は前記ハイブリッドセルの前記オープン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を
出る、及び／若しくは該オープン部分にアクセスするかに依拠し、
　－前記移動無線アクセスネットワークはデータベースを含み、該データベースは第３の
情報及び第４の情報を含み、前記第３の情報は、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイ
ブリッドセルの前記ＣＳＧ部分に入る、及び／又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該Ｃ
ＳＧ部分にアクセスする場合に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信されるか否かを
示し、前記第４の情報は、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルの前記オ
ープン部分に入る、及び／又は該オープン部分を出る、及び／又は該オープン部分にアク
セスする場合に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信されるか否かを示し、
　－前記移動無線アクセスネットワークの前記複数の無線セルは少なくとも１つのＣＳＧ
セル及び少なくとも１つのハイブリッドセルを含み、前記少なくとも１人の加入者が前記
ＣＳＧセル又は前記ハイブリッドセルに入る、及び／又は該セルを出る、及び／又は該セ
ルにアクセスするときに、前記課金ユニットへの前記セル情報の前記送信が行われるか又
は行われず、該セル情報の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセルに入
る、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しくは該ＣＳＧセルにアクセスするか
、又は前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ部分に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を出
る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか、又は前記ハイブリッドセルの前記オ
ープン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を出る、及び／若しくは該オープン部
分にアクセスするかに依拠し、
　－前記移動無線アクセスネットワークはデータベースを含み、該データベースは、第１
の情報、第３の情報、及び第４の情報を含み、前記第１の情報は、前記少なくとも１人の
加入者が前記ＣＳＧセルに入る、及び／又は該ＣＳＧセルを出る、及び／又は該ＣＳＧセ
ルにアクセスする場合に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信されるか否かを示し、
前記第３の情報は、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ部
分に入る、及び／又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該ＣＳＧ部分にアクセスする場合
に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信されるか否かを示し、前記第４の情報は、前
記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルの前記オープン部分に入る、及び／又
は該オープン部分を出る、及び／又は該オープン部分にアクセスする場合に、前記セル情
報が前記課金ユニットに送信されるか否かを示す。
【００２７】
　本発明のこれら全ての更に好ましい実施の形態も、課金目的での非常にきめ細かい報告
を可能にし、これによってシグナリングオーバヘッドを、移動無線アクセスネットワーク
内でＣＳＧセル及び／又はハイブリッドセル及び／又は非ＣＳＧセルの（課金）機能を実
現するのに必要とされる最小限に収める。特に、本発明は、特に課金目的に関して、加入
者の移動端末がＣＳＧセル（ＣＳＧ無線セル）に入るか、又は該ＣＳＧセルを出るか、又
は該ＣＳＧセルにアクセスする場合と、それとは対照的に加入者の移動端末がハイブリッ
ドセルに入るか、又は該ハイブリッドセルを出るか、又は該ハイブリッドセルにアクセス
する場合とを差別化することを可能にする。さらに、加入者がハイブリッドセルのＣＳＧ
部分に入るか、又は該ＣＳＧ部分を出るか、又は該ＣＳＧ部分にアクセスする場合と、加
入者がハイブリッドセルの非ＣＳＧ部分（又はオープン部分）に入るか、又は該非ＣＳＧ
部分を出るか、又は該非ＣＳＧ部分にアクセスする場合とを容易に（かつ加入者ベースの
判定レベルで）差別化することも可能である。移動端末（又は加入者）が異なる種類の無
線セルへのコンタクトを有するこれらの異なる事例間のそのような差別化は、事業者の観
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点から非常に重要である可能性がある。なぜなら、これらの異なる事例のうちのいくつか
は実際に非常に頻繁に起こる可能性が非常に高いためである。
【００２８】
　これは、以下の例によって更に詳細に説明される：
　移動体事業者が
　　（ａ）ＣＳＧセル対非ＣＳＧセル（オープンセル）
に対して差別化された課金を行うことのみを望むが、
　　（ｂ）ハイブリッドセルの非ＣＳＧメンバ対通常の非ＣＳＧセル（オープンセル）を
用いた加入者に対し差別化された課金を行うことを意図していない場合、
　例えば、
　　（ｉ）ＣＳＧ　ＩＤ、
　　（ｉｉ）アクセスモード（セルがＣＳＧセルであるか又はハイブリッドセルであるか
を示す）、及び
　　（ｉｉｉ）ＣＳＧメンバシップ（ハイブリッドセルの場合、加入者がハイブリッドセ
ル（のＣＳＧ部分）のメンバであるか否かを示す）
を報告することは、加入者がハイブリッドセルに入るか、又は該ハイブリッドセルを出る
か、又は該ハイブリッドセルにアクセスするたびに報告することへとつながり、したがっ
て大量の不要なシグナリングオーバヘッドを意味する。展開されるハイブリッドセル数の
増加（これは発生する可能性が高い）によって、課金目的の非適応型報告のこの説明した
状況は更に悪化する。
【００２９】
　本発明によれば、（ＣＳＧ　ＩＤ情報及び／又はアクセスモード情報及び／又はＣＳＧ
メンバシップ情報のような）ＣＳＧ関連情報を課金ネットワーク要素（又は課金ユニット
）に報告するという着想に基づき、報告自体の柔軟できめ細かい制御を可能にする、最適
化され差別化されたＣＳＧ課金解決法が提供される。主要な利点は、シグナリングオーバ
ヘッドが大幅に少なくなることである。本発明の１つの主要な態様は、加入者ごと、セル
タイプ（ＣＳＧセル、ハイブリッドセル）ごと、及びハイブリッドセルの場合、それに加
えてメンバシップステータス（ハイブリッドセルのＣＳＧ部分のメンバ／非メンバ）ごと
のＣＳＧ報告（特に課金目的）の構成を可能にするメカニズムの定義にある。
【００３０】
　本発明の更に好ましい実施の形態によれば、
　前記課金ユニットは、
　－－少なくとも１つのＣＳＧセル若しくは少なくとも１つのハイブリッドセルである、
前記第１のセルタイプの前記無線セルのセル識別情報、及び／又は
　－－前記少なくとも１人の加入者、及び／又は
　－－前記少なくとも１人の加入者によって用いられるアクセスポイント名（ＡＰＮ）、
に依拠して前記セル情報を受信する。
【００３１】
　したがって、有利には、ＣＳＧセル又はハイブリッドセルのアクセスに関する課金情報
の報告において、（第１の情報及び第２の情報、第３の情報及び第４の情報、又は第１の
情報、第３の情報、及び第４の情報に関して上述したように異なる情報のみを用いること
によるものよりも）更なるきめ細かさを提供することが可能であり、このため、また更に
ネットワーク負荷を低減するか、又は課金ユニットへのセル情報の報告を必要性に適応さ
せることが可能である。例えば、有利には、（公衆陸上移動ネットワーク又はアクセスネ
ットワークの）ＣＳＧセルの一部分についてのみ、又はハイブリッドセルの一部分につい
てのみ、セル情報を課金ユニットに送信することが可能であり、すなわち、他のＣＳＧセ
ル又は他のハイブリッドセルについて、セル情報が課金ユニットに全く送信されないこと
が可能である。移動無線アクセスネットワークのそのような動作モードを実現するために
、（例えば）セル識別情報群に関連する第１の情報、第２の情報、第３の情報、及び第４
の情報のうちの少なくとも２つ（並びに別のセル識別情報群に関連する第１の情報、第２
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の情報、第３の情報、及び第４の情報のうちの少なくとも２つの異なる組）を格納するこ
とが可能である。課金ユニットへのセル情報の報告（又は送信）がセル識別情報に依拠し
て行われる場合、該セル識別情報を用いて、コンタクトされたセルが、いずれのセル群（
すなわちいずれのセル識別情報群）に属するかを求め、報告のための適切な制御情報（す
なわち、関与するセル情報群に関連する第１の情報、第２の情報、第３の情報、及び第４
の情報のうちの適切な少なくとも２つ）が用いられる。本発明の１つの特定の実施の形態
では、（例えば）（ネットワークの全てのセルの）セル識別情報ごとに、又はそのような
上述したセル群（すなわちセル識別情報群）について第１の情報、第３の情報、及び第４
の情報を格納し、適切な報告挙動が達成されるようにすることが可能である。
【００３２】
　本発明は、本発明の移動無線アクセスネットワークにおける差別化された課金のための
移動性制御ユニットであって、該移動性制御ユニットは、前記セル情報を生成し、前記課
金ユニットに送信し、該移動性制御ユニットは、ＭＳＣユニット（移動交換局ユニット）
、又はＳＧＳＮユニット（サービングＧＰＲＳサポートノード）、又はＭＭＥユニット（
移動性管理エンティティユニット）のうちの１つである、移動性制御ユニットにも関する
。本発明の文脈において、用語「移動性制御ユニット」及び「トラフィック制御ユニット
」は、同義に用いられる。
【００３３】
　さらに、本発明は、移動無線アクセスネットワークにおける差別化された課金の方法で
あって、該移動無線アクセスネットワークは複数の無線セルを含み、該無線セルは、少な
くとも、第１のセルタイプの無線セルと、第２のセルタイプの無線セルとを含み、前記第
１のセルタイプの無線セルは、少なくとも１つのＣＳＧセル又は少なくとも１つのハイブ
リッドセルであり、前記第２のセルタイプの無線セルは少なくとも１つのオープンセル（
非ＣＳＧセル）であり、前記移動無線アクセスネットワークは課金ユニットを備え、該方
法は、
　前記課金ユニットにセル情報を送信するステップであって、該セル情報の該送信は、少
なくとも１人の加入者が、前記第１のセルタイプの無線セルに入るか、該無線セルを出る
か、又は該無線セルにアクセスすることに依拠する、送信するステップを含む、移動無線
アクセスネットワークにおける差別化された課金の方法に関する。
【００３４】
　本発明によれば、前記方法は、
　前記課金ユニットに前記セル情報を送信するステップであって、該セル情報の該送信は
、
　　－－前記移動無線アクセスネットワークの前記複数の無線セルが少なくとも１つのＣ
ＳＧセル及び少なくとも１つのハイブリッドセルを含み、少なくとも１人の加入者が前記
ＣＳＧセル又は前記ハイブリッドセルに入る、及び／又は該セルを出る、及び／又は該セ
ルにアクセスするときに、前記課金ユニットへの前記セル情報の前記送信が行われるか又
は行われず、該セル情報の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が、前記ＣＳＧセルに
入る、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しくは該ＣＳＧセルにアクセスする
か、又は前記ハイブリッドセルに入る、及び／若しくは該ハイブリッドセルを出る、及び
／若しくは該ハイブリッドセルにアクセスするかに依拠すること、
　　－－前記移動無線アクセスネットワークの前記複数の無線セルが少なくとも１つのハ
イブリッドセルを含み、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルに入る、及
び／又は該ハイブリッドセルを出る、及び／又は該ハイブリッドセルにアクセスするとき
に、前記課金ユニットへの前記セル情報の前記送信が行われるか又は行われず、該セル情
報の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が、前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ部分
に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分を出る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスす
るか、又は前記ハイブリッドセルの前記オープン部分に入る、及び／若しくは該オープン
部分を出る、及び／若しくは該オープン部分にアクセスするかに依拠すること、
　　－－前記移動無線アクセスネットワークの前記複数の無線セルが少なくとも１つのＣ
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ＳＧセル及び少なくとも１つのハイブリッドセルを含み、前記少なくとも１人の加入者が
前記ＣＳＧセル又は前記ハイブリッドセルに入る、及び／又は該セルを出る、及び／又は
該セルにアクセスするときに、前記課金ユニットへの前記セル情報の前記送信が行われる
か又は行われず、該セル情報の該送信は、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセル
に入る、及び／若しくは該ＣＳＧセルを出る、及び／若しくは該ＣＳＧセルにアクセスす
るか、又は前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ部分に入る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分
を出る、及び／若しくは該ＣＳＧ部分にアクセスするか、又は前記ハイブリッドセルの前
記オープン部分に入る、及び／若しくは該オープン部分を出る、及び／若しくは該オープ
ン部分にアクセスするかに依拠すること、
のうちの少なくとも１つの状況に従って、前記少なくとも１人の加入者が前記第１のセル
タイプの無線セルに入る、及び／又は該無線セルを出る、及び／又は該無線セルにアクセ
スすることに依拠する、送信するステップ、
を含むことが好ましい。
【００３５】
　本発明による前記方法の更に好ましい実施の形態によれば、
　－－第１の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセルに入る、及び／又は
該ＣＳＧセルを出る、及び／又は該ＣＳＧセルにアクセスする場合に、前記セル情報が前
記課金ユニットに送信されるか否かを示し、第２の情報が、前記少なくとも１人の加入者
がハイブリッドセルに入る、及び／又は該ハイブリッドセルを出る、及び／又は該ハイブ
リッドセルにアクセスする場合に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信されるか否か
を示し、
　－－第３の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ
部分に入る、及び／又は該ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該ＣＳＧ部分にアクセスする場
合に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信されるか否かを示し、第４の情報が、前記
少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルの前記オープン部分に入る、及び／又は
該オープン部分を出る、及び／又は該オープン部分にアクセスする場合に、前記セル情報
が前記課金ユニットに送信されるか否かを示し、
　－－第１の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ＣＳＧセルに入る、及び／又は
該ＣＳＧセルを出る、及び／又は該ＣＳＧセルにアクセスする場合に、前記セル情報が前
記課金ユニットに送信されるか否かを示し、第３の情報が、前記少なくとも１人の加入者
が前記ハイブリッドセルの前記ＣＳＧ部分に入る、及び／又は該ＣＳＧ部分を出る、及び
／又は該ＣＳＧ部分にアクセスする場合に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信され
るか否かを示し、第４の情報が、前記少なくとも１人の加入者が前記ハイブリッドセルの
前記オープン部分に入る、及び／又は該オープン部分を出る、及び／又は該オープン部分
にアクセスする場合に、前記セル情報が前記課金ユニットに送信されるか否かを示す。
【００３６】
　本発明は、本発明による移動性制御ユニットを制御するためのコンピュータ可読プログ
ラムコードを含むプログラムにも関する。
【００３７】
　本発明のこれらの特性、特徴、及び利点、並びに他の特性、特徴、及び利点は、以下の
詳細な説明を、添付の図面と併せて考慮した場合に、これらから明らかになるであろう。
添付の図面は、本発明の原理を例として示す。明細書本文は、本発明の範囲を限定するこ
となく、例示のためにのみ与えられる。以下に引用する参照図は添付の図面を指す。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】移動無線アクセスネットワークの３つの異なるセルを概略的に示す図である。
【図２】本発明による移動無線アクセスネットワークを概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　本発明は、特定の実施形態に関して或る図面を参照して説明されるが、本発明はそれら
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に限定されるものではなく、特許請求の範囲によってのみ限定される。説明される図面は
単に概略的なものであり、非限定的である。図面において、要素のうちのいくつかの大き
さは誇張されている場合があり、説明の目的で縮尺通りに描かれていない場合がある。
【００４０】
　数量が特定されていない名詞（a singular noun）を参照するときに数量を特定しない
表現が用いられている場合（"a","an","the"）、これは特に別段の指定がない限り、単数
及び複数の該名詞を含む。
【００４１】
　さらに、明細書及び特許請求の範囲における第１の、第２の、第３の等の用語は、類似
した要素間で区別するために用いられ、必ずしも順番又は時系列を説明するために用いら
れるものではない。このように用いられる用語は、適切な状況下で交換可能であること、
及び本明細書において説明される本発明の実施形態は、本明細書に説明又は例示されるも
の以外の順序で動作可能であることを理解されたい。
【００４２】
　図１において、移動無線アクセスネットワークの３つの異なるセルが概略的に示されて
いる。図１の上側部分には、本発明による移動無線アクセスネットワークの第１のセルタ
イプの無線セルが示されている。第１のセルタイプは、ＣＳＧセル２１（図１の左上に示
される）又はいわゆるハイブリッドセル２３（図１の右上に示される）のいずれかに対応
する。図１の下側部分には、本発明による移動無線アクセスネットワークの第２のセルタ
イプの無線セルが示されている。第２のセルタイプは、オープンセルとも呼ばれる非ＣＳ
Ｇセル２２に対応する。図１に示す無線セル２１、２２、２３は単に、本発明による移動
無線アクセスネットワークに存在する複数の無線セル２１、２２、２３を代表するものと
して意図される。ＣＳＧセル２１は第１の基地局１１を含み、ハイブリッドセル２３は第
３の基地局１３を含み、非ＣＳＧセル２２（又はオープンセル２２）は第２の基地局１２
を含む。それに加えて、図１に示す例示的な実施形態は、無線セル２１、２２、２３のそ
れぞれについて（例えば異なる加入者の）２つの移動端末を示している。ＣＳＧセル２１
は、第１の移動端末３１及び第２の移動端末４１を含む。ハイブリッドセル２２は第５の
移動端末３３及び第６の移動端末４３を含む。非ＣＳＧセル２２は、第３の移動端末３２
及び第４の移動端末４２を含む。ハイブリッドセル２３はＣＳＧ部分（図１に示されてい
ない）及びオープン部分（又は非ＣＳＧ部分）（同様に図１に示されていない）を含む。
【００４３】
　図２において、本発明による移動無線アクセスネットワーク５０が概略的に示されてい
る。示される例において、移動端末３０、４０（又は加入者３０、４０）は、移動無線ア
クセスネットワーク５０に接続される。移動無線アクセスネットワーク５０は課金ユニッ
ト５３を含む。課金ユニットはセル情報６３を受信する。セル情報６３は移動性制御ユニ
ット５１、５２によって生成される。移動性制御ユニット５１、５２は、好ましくは移動
交換局ユニット（ＭＳＣ）５１若しくはサービングゲートウェイＧＰＲＳサポートノード
（ＳＧＳＮ）５１（特にＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮネットワークの場合）及び／又は移動管
理エンティティ（ＭＭＥ）５２（特にＥ－ＵＴＲＡＮ／ＬＴＥ（ロングタームエボリュー
ション）ネットワークの場合）である。移動性制御ユニット５１、５２は、加入者３０、
４０が或るタイプの無線セル２１、２２、２３に入るか、又は該無線セルを出るか、又は
該無線セルにアクセスするのに応じてセル情報６３を生成する。本発明によれば、セル情
報６３の数を最小限に低減することができる。したがって、移動性制御ユニット５１、５
２は、課金情報６３の生成が必要であるか否かの検査を実行する。本発明によれば、これ
は、（特に課金目的での）ＣＳＧ報告、すなわち加入者ごと、セルタイプ（ＣＳＧセル、
ハイブリッドセル）ごと、加えてハイブリッドセルの場合には加入者のメンバシップステ
ータス（ハイブリッドセルのＣＳＧ部分のメンバ／非メンバ）ごとのセル情報６３の構成
を可能にするメカニズムを規定することによって行われる。
【００４４】
　詳細には、メカニズムは以下のように機能する：
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　ＣＳＧ（したがってＣＳＧセル２１）及びハイブリッドセル２３の構想をサポートする
移動無線アクセスネットワーク５０（又はワイヤレスネットワーク）において、加入者及
び該加入者のアクティブ通信セッション（例えば３ＧＰＰネットワークにおけるＰＤＮ（
パケットデータネットワーク）接続）に関してネットワークにおいて保持される状態情報
が、加入者がタイプＸのセルに入るか、又は該セルを出るか、又は該セルにアクセスする
場合に報告するか否かの情報（セル情報６３）によって拡張される。ここでＸは、
　　－ＣＳＧセル２１、又は
　　－加入者がハイブリッドセル２３のＣＳＧ部分（又はＣＳＧセル部分）のＣＳＧメン
バであるハイブリッドセル２３、又は
　　－加入者がハイブリッドセル２３のＣＳＧ部分（又はＣＳＧセル部分）のＣＳＧメン
バでないハイブリッドセル２３、
のいずれかとすることができる。
【００４５】
　概念的には、これは１組の（フラグ）変数によって実現することができる。これらの１
組の変数は、加入者ごとに、例えば、無線アクセスネットワーク５０のデータベース５５
、例えば加入プロフファイルレポジトリ（ＳＰＲ）に格納され、移動性制御ユニット５１
、５２にシグナリングされる：
　（ａ）：CSG_reporting_for_CSG_CELLS：「加入者がＣＳＧセルに入るか、又は該ＣＳ
Ｇセルを出るか、又は該ＣＳＧセルにアクセスするときの報告」であり、以下、第１の情
報とも呼ばれ、加入者３０、４０がＣＳＧセル２１に入る、及び／又はＣＳＧセル２１を
出る、及び／又はＣＳＧセル２１にアクセスする場合にセル情報６３が課金ユニット５３
に送信されるか否かを示す。
　（ｂ）：CSG_reporting_for_HYBRID_CELLS_WITH_MEMBERSHIP：「加入者が（ハイブリッ
ドセルのＣＳＧセル部分の）ＣＳＧメンバであるハイブリッドセルに入るか、又は該ハイ
ブリッドセルを出るか、又は該ハイブリッドセルにアクセスするときの報告」であり、以
下、第３の情報とも呼ばれ、加入者３０、４０がハイブリッドセル２３のＣＳＧ部分に入
る、及び／又は該ＣＳＧ部分を出る場合にセル情報６３が課金ユニット５３に送信される
か否かを示す。
　（ｃ）：CSG_reporting_for_HYBRID_CELLS_WITHOUT_MEMBERSHIP：「加入者が（ハイブ
リッドセルのＣＳＧセル部分の）ＣＳＧメンバでないハイブリッドセルに入るか、又は該
ハイブリッドセルを出るか、又は該ハイブリッドセルにアクセスするときの報告」であり
、以下、第４の情報とも呼ばれ、加入者３０、４０がハイブリッドセル２３の非ＣＳＧ部
分（又はオープン部分）に入る、及び／又は該非ＣＳＧ部分を出る、及び／又は該非ＣＳ
Ｇ部分にアクセスする場合にセル情報６３が課金ユニット５３に送信されるか否かを示す
。
【００４６】
　図２は、移動性制御ユニット５１、５２とデータベース５５との間の破線を含む。これ
は、データベース５５に格納された情報が、直接又は更なるネットワークユニット（図示
せず）を介して移動性制御ユニット５１、５２に利用可能になることを示すものである。
【００４７】
　ハイブリッドセル２３へのメンバシップの場合又はハイブリッドセル２３への非メンバ
シップの場合の間で区別がされない場合、加入者３０、３１、３２、３３、４０、４１、
４２、４３がハイブリッドセル２３に入る、及び／又はハイブリッドセル２３を出る、及
び／又はハイブリッドセル２３にアクセスする場合にセル情報６３が課金ユニット５３に
送信されるか否かを示す第２の情報を提供することができる。
【００４８】
　加入者の登録イベント及び移動性イベントを扱うか又はそれらを通知され、データ及び
シグナリング送信要求を扱う移動性制御ユニット５１、５２は、加入者及び該加入者のア
クティブなデータセッションごとに保持される第１の情報、第２の情報、第３の情報、及
び／又は第４の情報に基づいて、以下のイベントのうちのいずれかが発生するか否かを評
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価する：
　－加入者がＣＳＧセル２１に入るか、又はＣＳＧセル２１を出るか、又はＣＳＧセル２
１にアクセスし、かつ加入者の状態変数（ａ）（第１の情報）が「Ｙｅｓ」に設定されて
いる場合、移動性制御ユニット５１、５２は、ＣＳＧセル２１のＣＳＧ　ＩＤ及びアクセ
スモードを課金ユニット５３に報告する。（アクセスモード情報は、ＣＳＧセル２１がＣ
ＳＧセルであるか、又はハイブリッドセルであるか、すなわちこの場合はＣＳＧセルを指
す。）
　－加入者が、該加入者が（ハイブリッドセル２３のＣＳＧセル部分の）ＣＳＧメンバで
あるハイブリッドセル２３に入るか、又は該ハイブリッドセル２３を出るか、又は該ハイ
ブリッドセル２３にアクセスし、かつ加入者の状態変数（ｂ）が「Ｙｅｓ」に設定されて
いる場合、移動性制御ユニット５１、５２は、ＣＳＧセル２３のＣＳＧ　ＩＤ及びアクセ
スモード、並びに加入者のＣＳＧメンバシップステータスを課金ユニット５３に報告する
。（アクセスモード情報は、ハイブリッドセル２３がＣＳＧセルであるか、又はハイブリ
ッドセルであるか、すなわちこの場合はハイブリッドセルを指す。ＣＳＧメンバシップス
テータスは、加入者がこのハイブリッドセルのメンバであるか否か、すなわちこの場合「
ｙｅｓ」を指す。）
　－加入者が、該加入者が（ハイブリッドセル２３のＣＳＧセル部分の）ＣＳＧメンバで
ないハイブリッドセル２３に入るか、又は該ハイブリッドセル２３を出るか、又は該ハイ
ブリッドセル２３にアクセスし、かつ加入者の状態変数（ｃ）が「Ｙｅｓ」に設定されて
いる場合、移動性制御ユニット５１、５２は、ＣＳＧセル２３のＣＳＧ　ＩＤ及びアクセ
スモード、並びに加入者のＣＳＧメンバシップステータスを課金ユニット５３に報告する
。（アクセスモード情報は、ハイブリッドセル２３がＣＳＧセルであるか、又はハイブリ
ッドセルであるか、すなわちこの場合はハイブリッドセルを指す。ＣＳＧメンバシップス
テータスは、加入者がこのハイブリッドセルのメンバであるか否か、すなわちこの場合「
ｎｏ」を指す。）
【００４９】
　課金ユニット５３に送信されるセル情報６３に基づいて、課金ユニット５３は差別化さ
れた課金を行うことができる。
【００５０】
　本発明の主要な利点は、事業者が、ＣＳＧセル２１及びハイブリッドセル２３について
ＣＳＧ関連情報（すなわちＣＳＧ　ＩＤ、アクセスモード、及びハイブリッドセル２３の
場合はそれに加えてＣＳＧメンバシップステータス）の報告を独立して構成することがで
きることである（ハイブリッドセル２３の場合には加入者のメンバシップステータスにも
依拠する）。
【００５１】
　結果として、ＣＳＧ／ハイブリッドセル報告オーバヘッドは、事業者が、異なるＣＳＧ
セルタイプのサブセットについてのみ差別化された課金を行う（例えば、ＣＳＧセル対非
ＣＳＧセルの課金を差別化するが、ハイブリッドセルにおける非ＣＳＧメンバとしてネッ
トワークにアクセスしているとき対非ＣＳＧセルにおいてネットワークにアクセスしてい
るときは課金を差別化しない）ことを意図する場合に大幅に低減することができる。
【００５２】
　本発明の更なる実施形態によれば、以下の構成が可能であり好ましい：
　－加入者が第１のサービス及び第２のサービス（すなわち、例えばＵＴＲＡＮ／Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮネットワークの場合は異なるアクセスポイント名（ＡＰＮ）によって識別される
異なる種類のサービス）を用いることができ、かつ
　－課金ユニットへのセル情報の送信（すなわち本発明による報告）がサービスのうちの
いくつかについてのみ生じるべきである場合、
第１の情報、第２の情報、第３の情報、及び／又は第４の情報を、これらのサービスのそ
れぞれについて別個にかつ／又は異なる形で（移動性制御ユニットによって）格納及び適
用することができる。この結果、例えば、第１のサービスの第１の情報、第２の情報、第
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３の情報、及び／又は第４の情報が、セル情報が送信されることを示し、第２のサービス
の第１の情報、第２の情報、第３の情報、及び／又は第４の情報が、セル情報が送信され
ないことを示す場合に、セル情報は、第１のサービスが用いられる場合にのみ送信される
ことになる。

【図１】

【図２】
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